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安倍総理は三月一五日にＴＰＰ交渉への参
加を発表した。二〇一〇年一〇月の菅総理（当時）のＴＰＰへの参加検討の発表以来、約二年半ぶりに決断を下したことになる。布石となったのは二月の日米共同声明であ 「聖域」が認められ衆議院選挙で 公約を違えることなく交渉参加が可能となった。安倍総理 決断には素直に敬意を表したい。
この二年半続き、今後もしばらく続くであ









上国を含め十一カ国が参加している。たとえば、ベトナムは中国への過度 経済依存からの脱却という経済安全 障、 ニュージーランドやマレーシアは米国市場へのアクセスなど各国は長期的な国益確保のため 戦略により交渉に加わっている。米 はアジア太平洋での経済利益と安全保障戦略に基づきＴＰＰを進めている。日本は被害論議だけではなくアジア地域 発展 安全保障という長期戦 基づきＴＰＰの交渉を進めるべきである。
（石川幸一
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アジア研究所はこのほど雲南大学ＧＭＳ研究センター
と学術交流協定を締結しました。雲南大学は中国雲南省の省都昆明にある学生数四万人の総合大学です。雲南省は東南アジアとの交流の窓口であり、ＧＭＳ研究センターはＧＭＳ
( 大メコン圏
) を中心に東南アジア研究の中
心となっています。同センターとはすでに交流を行っていますが、協定締結を機に一層拡充いた ます。アジア研究所 二十四年度に次のような研究成果を刊行しました。（紀要、叢書、研究報告書）※アジア研究所
　
叢書
27の紹介
 『アジア：政治の季節―どう政治は変わるかー』
 本体価格一、 二〇〇円（税別）
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